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＊本冊子において、児童生徒質問紙及び学校質問紙の回答の数値は、肯定的な回答の割合を示す。 

 

用語説明 

語句 説明 

平均正答率 

市内小・中学校の平均正答数を百分率で表示。 

〇国語、算数・数学、理科の平均正答率は、それぞれの平均正答数を設問数で割った値

の百分率（概数）。 

肯定的な回答 

質問紙調査において、例えば「当てはまる。どちらかといえば、当てはまる。どちらかといえ

ば、当てはまらない。当てはまらない」の選択肢がある場合、「当てはまる。どちらかといえ

ば、当てはまる」の回答を示す。 
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令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 

                                 松阪市教育委員会 

 

  本年４月に小学校第 6学年及び中学校第 3学年を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の調査結果

や本市における児童生徒の学力の定着状況、生活習慣、学習状況等の分析結果、本市の学力向上の取組、及び今

後の取組を以下のとおりまとめる。 

   

１ 調査の概要 
 

（１） 調査の目的 
 ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分

析し、教育施策の成果と課題を検証しその改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

○児童生徒一人一人が自らの学習状況を把握し、学習改善や学習意欲の向上につなげる。 

 

（２） 調査問題の在り方  
今の子どもたちやこれから誕生する子どもたちが、成人して社会で活躍する頃は、グローバル化や人工知

能・ＡＩ等の技術革新が急速に進み、予測困難な時代が予想される。子どもたちには、自ら課題を見つけ、自ら

学び、自ら考え、判断して行動し、仲間とともによりよい社会や人生を切り拓く力が求められる。この状況を踏ま

え、平成２９年３月３１日に幼稚園・小学校・中学校の学習指導要領等の改訂告示が公示された。 

    新学習指導要領では、教科等の目標や内容について、以下の三つの柱に基づいて再整理されている。 

 

 

 

 

 

      新学習指導要領では、未来を切り拓いていくための資質・能力は、これらの三つの柱が相互に関連し合いな

がら、育成されるという考え方に立っている。 

      このようなことから、平成３１年度（令和元年度）以降の調査では、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、従来の

Ａ問題（主として「知識」に関する問題）とＢ問題（主として「活用」に関する問題）という区分が見直され、知

識・活用を一体的に問うこととなった。 

調査問題には、未来を切り拓いていくために、子どもたちに身に付けさせたい力が、具体的に示されている。

調査問題自体が、学校や児童生徒に対して、土台となる基盤的な事項を具体的に示していることを踏まえ、実

際の学習指導要領の下での授業改善、児童生徒の学習改善・学習意欲の向上に関して役立てることが重要

であるとしている。 

 

（３） 調査の内容 
① 教科に関する調査 
ア 小学校においては国語・算数、理科、中学校においては国語・数学、理科の３教科について、調査を実施する。 

イ 出題範囲は、小学校においては小学校第５学年、中学校においては中学校第２学年までに含まれる指導事項を

原則とし、出題内容は、それぞれの教科に関し、以下のとおりである。  

（ア）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に 

活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

（イ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善

する力等 

ウ 調査問題では、上記（ア）と（イ）を一体的に問うこととする。出題形式については、記述式の問題を一定割合で

導入する。 

 

 

〇生きて働く「知識及び技能」 

  〇未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

  〇学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」 
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② 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査 
ア 児童生徒に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

イ 学校に対する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

（４） 調査実施日   令和４年４月１９日（火） 
 

（５） 調査の対象 
 

種 目 学校数 対象学年及び実施児童生徒数 

小学校調査 3６校 小学校第６学年 1，3１４人（１，３３４人） 

中学校調査 １１校 中学校第３学年 1，２３６人（１，２４０人） 

 
 

２ 調査結果 
（１） 教科に関する調査 

①小学校 

 

＜令和４年度 各教科の平均正答率＞ 

 国語 算数 理科 全教科平均 

松阪市 ６７．３ ６５．１ ６５．３ ６５．９ 

三重県 ６５ ６２ ６３ ６３ 

全国 ６５．６ ６３．２ ６３．３ ６４．０ 

全国との差 ＋１．７ ＋１．９ ＋２．０ ＋１．９ 

    

＜主な成果○と課題●＞ 

○国語科では、話の中心を捉えることが概ねできている。 

      ○算数科では、百分率の表し方の理解が概ねできているが、さらに身に付けさせる必要がある。 

      ○理科では、観察の結果を比較し、自分の考えをもつことが概ねできている。 

      ●国語科では、問題点に対する解決方法について、自分の考えをまとめることに課題がある。 

      ●算数科では、図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察することに課題がある。 

      ●理科では、自然の事物・現象から得た情報を基に、問題を見いだすことに課題がある。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ）内は、児童生徒質問紙調査を行った児童生徒数 
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  <課題が見られる問題における松阪市児童の解答状況等＞ 

（例） 国語 １ 四 地域のためにできることについて話し合う（公園の美化） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇松阪市の結果 

 松阪市 全国 

正答率 ４５．８ ４７．７ 

無解答率 １．８ ３．０ 

 

◇松阪市児童の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめることができるかどうかを
みる。 
 

問題点に対する解決方法にふれずに、アイデアを選
んだ理由などを書いている誤答の割合が高かった。こ
のような解答が見られた児童は、話し合いの目的を意
識することができなかったり、問題点を捉えることができ
なかったりしたと考えられる。また、問題点を捉えること
ができても、問題点を踏まえた自分の考えをまとめるこ
とができなかった児童もいたと考えられる。 
 話し合いを始める際には、話し合いの目的や方向性を
検討すること、話し合いの展開や内容を踏まえて互いの
意見を整理すること、様々な視点から検討して自分の考
えをまとめることなどが重要である。 
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岡
さ
ん
の
学
級
で
は
、
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
岡
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

学
校
の
近
く
に
あ
る
公
園
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。次
は
、
そ
の
と
き
の
【
話
し
合
い
の
様
子
の

一
部
】
で
す
。こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

四 

岡
さ
ん
は
、 

【
話
し
合
い
様
子
の
一
部
】
の       

で
、「
ご
み
拾
い
」
か
「
花
植
え
」
か
の
ど
ち
ら
か
を

選
ん
で
話
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
が
岡
さ
ん
な
ら
、ど
の
よ
う
に
話
し
ま
す
か
。そ
の
内
容
を
次
の

条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

〇
「
ご
み
拾
い
」
か
「
花
植
え
」
か
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
を
考
え
て

書
く
こ
と
。 

〇
【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

〇
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、書
き
出

し
の
言
葉
は
、字
数
に
は
ふ
く
ま
な
い
。 

 

※◆

の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】 

 

学
校
の
近
く
の
公
園
は
、広
く
て
遊
具
が
あ
り
、一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
遊
ん
で
い
る
場
所
で
す
。私
は
、今
ま

で
使
っ
て
き
た
公
園
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
私
自
身
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は

ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

私
は
、公
園
に
行
く
と
、お
か
し
の
ふ
く
ろ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
い
つ
も
落
ち
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
み
を
拾
う
機
会
が
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

「
き
か
い
」
と
い
う
の
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の
こ
と
で
は
な

く
、活
動
す
る
時
間
の
こ
と
で
す
。 

 

公
園
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
は
、す
ぐ
に
で
き
る
の
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
気
が

し
ま
す
。私
は
、こ
の
公
園
に
は
花
が
少
な
い
の
で
、許
可
を
も
ら
っ
て
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の
花
を
植
え
れ
ば
、

は
な
や
か
な
感
じ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
確
か
に
、山
下
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
花
を
植
え
る
こ
と
は
私
た
ち
に
も
で
き
る
し
、は
な
や
か
に
な
り
、よ

い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、
こ
ま
め
に
公
園
へ
行
っ
て
花
の
水
や
り
な
ど
の
世
話
を
続
け
る
こ
と
も
難
し
そ
う
で

す
ね
。 

 

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、も
う
少
し
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、公
園
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
し
て
、公
園
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
か
。 

 

公
園
の
す
べ
り
台
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
は
、で
き
て
か
ら
時
間
が
た
っ
て
い
て
、ど
れ
も
暗
い
感
じ
が
し
ま
す
。 

そ
こ
で
、自
分
た
ち
だ
け
で
で
き
る
か
ど
う
か
は
気
に
な
り
ま
す
が
、明
る
い
感
じ
に
す
る
た
め
に
赤
色
や
黄 

色
の
ペ
ン
キ
で
、ぜ
ひ
ぬ
り
直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

な
る
ほ
ど
、
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
し
て
明
る
く
す
る
と
、公
園
が
き
れ
い
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。 

 

こ
う
し
て
、み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、 

ど
れ
も
公
園
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア 

で
す
ね
。 

 

今
ま
で
の
話
し
合
い
で
出
た
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
、 

よ
い
点
と
問
題
点
に
分
け
て
〈
メ
モ
〉
を
し
て
み
ま 

し
た
。 

 

私
は
、公
園
が
明
る
く
な
る
の
で
、ペ
ン
キ
を
ぬ
り 

直
す
こ
と
が
よ
い
と
考
え
ま
し
た
。で
き
る
か
ど
う 

か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
公
園 

を
管
理
し
て
い
る
人
や
家
の
人
に
相
談
す
る
と
よ
い 

と
思
い
ま
す
。 

                
 

  

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 

  
 

 

 

岡
さ
ん 

   

谷
原
さ
ん 

  
山
下
さ
ん 

  

谷
原
さ
ん 

  

山
下
さ
ん 

前
田
さ
ん 

中
村
さ
ん 

前
田
さ
ん 

  

中
村
さ
ん 

 

岡
さ
ん 

  

中
村
さ
ん 

       

岡
さ
ん 
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（例）算数 ４（１）図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察する（プログラム） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正三角形の意味や性質を基に、回転の大きさとしての角の大きさに着目し、正三角形の構成の仕方につ
いて考察し、言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。 
 

 ４ コンピュータは、いろいろな命令を順序よく組み合わせて動かすことができます。この命令の組み合わせを「プログラム」といいます。 

    はなこさんたちは、プログラムをつくり、いろいろな図形をかこうとしています。 

１辺が５cm の正方形をかくために、正方形のプログラムをつくりました。このプログラムを実行すると、図のように、スタート

位置（●）から命令ごとに、   が   の方向に進みながら直線を引いたり、矢印（    ）の向きに回転したりして、正方形を

かくことができます。 

 まず、正方形をかきましょう。正方形は、４つの角が直角で、４つの辺の長さが等しい四角形ですね。 

はなこ 
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◇松阪市の結果 

   

 

 

 

 

  ◇松阪市児童の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松阪市 全国 

正答率 ４６．１ ４８．８ 

無解答率 ２．６ ３．８ 

回転する角の大きさを６０°としている誤答の割合が高かった。正三角形の一つの角の大きさが６０°であ
ることから、誤答につながったと考えられる。 
 図形の学習では、図形の意味や性質を基に、辺の長さや角の大きさに着目し、図形の構成の仕方につ
いて考察できるようにすることが重要である。 
 プログラムについて見直し、改善する活動を行う中で、正しく作図ができなかった場合には、その理由を
説明できるようにすることが大切である。また、正しく作図できた場合でも、回転する角の大きさを１２０°
にした理由を考えることができるようにすることも大切である。 

（１）はなこさんたちは、１辺が５ｃｍの正三角形をかこうとして

います。 

 はなこさんは、正方形のプログラムをもとにして、正三角形

をかくためのプログラムをつくり、実行しました。 

はなこさんは、下のかこうとした正三角形をかくことが

できませんでした。 

そこで、つくったプログラムを見直すことにしました。 

 かこうとした正三角形をかくには、どちらの命令を直すとよ

いですか。下のアとイから選んで、その記号を書きましょう。

また、その選んだ命令を、言葉と数を使って、正しい命令に

書き直しましょう。 

 

正三角形は、３つの辺の長さが等しくて、３つの角

の大きさがすべて６０°の三角形ですね。 

ひろと 
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（例）理科 ２（4）自然の事物・現象を気付きの視点で分析・解釈（粒子に関する問題） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松阪市の結果 

   

 

 

 

 

  ◇松阪市児童の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

① 中学校 

 松阪市 全国 

正答率 ３７．０ ３９．３ 

無解答率 ８．１ ８．７ 

自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内容
を記述できるかどうかをみる。 

 「なぜ、砂糖水をこおらせたものは水にしずむのか」のように、現象そのものについて問う内容で記述し
ている誤答の割合、「コーヒーシュガーをこおらせるとしずむのか」のように、水溶液を凍らせた物を対象
としていない内容で記述している誤答の割合が高かった。 
 事実について話し合う中で、自分や他者の気付きを捉え、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだ
す場面を設定することが大切である。 

（４）砂糖水をこおらせた物は、紅茶に入れるとしずみました。 

はるとさんは、試してみたいことをもとに、【問題】を見つけました。 

はるとさんは、どのような【問題】を見つけたと考えられますか。その【問題】を１つ書きましょう。 

水をこおらせた物は、紅茶にうくのに、 

砂糖水をこおらせた物は、しずんだよ。 

たろうさん 

水に入れても、砂糖水をこおらせた物は、 

しずんだよ。 

りかこさん 

砂糖水をこおらせた物だから、水にしずんだのかな。砂糖水ではない、 

ほかの水よう液をこおらせた物でも試してみたいね。 

はるとさん 
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➁中学校 

 

＜令和４年度 各教科の平均正答率＞ 

 国語 数学 理科 全教科平均 

松阪市 ６９．０ ５１．２ ４７．７ ５６．０ 

三重県 ６８ ５２ ４８ ５６ 

全国 ６９．０ ５１．４ ４９．３ ５６．６ 

全国との差 ±０ −０．２ －１．６ −０．６ 

    

＜主な成果○と課題●＞ 

○国語科では、文脈に即して漢字を正しく書くことが、概ねできている。 

      ○数学科では、確率の意味の理解が概ねできている。 

      ○理科では、動物の体の共通点や相違点に着目して考察することが概ねできているが、さらに身に付けさせ 

る必要がある。 

●国語科では、論理の展開などに注意して聞いたり、考えが伝わるように表現を工夫して話したりすることに 

課題がある。 

 ●数学科では、数に関する事象について、数学的に説明することに課題がある。 

 ●理科では、身に付けた知識と経験を関連付け、科学的な事象について説明することに課題がある。 
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<課題が見られる問題における松阪市生徒の解答状況等＞ 

（例）国語 １三 スピーチをする（「最近気になったこと」） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松阪市の結果 

   

 

 

 

 

  ◇松阪市生徒の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松阪市 全国 

正答率 ４３．１ ５１．８ 

無解答率 １９．４ １６．２ 

自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話すことができるかどうかをみる。 

 工夫の意図を示すことができていない誤答、どのように工夫
するかを示すことができていない誤答、どの部分を工夫するか
を示すことができていない誤答が、それぞれ一定の割合で見ら
れた。 
 自分の考えを、分かりやすく伝わるように話すためには、聞き
手に応じた語句を選択したり、話す速度や音量、言葉の調子や
間の取り方、言葉遣いなどに注意したりするなどして、表現を工
夫することが大切である。例えば、ICT 機器を活用し、スピーチ
の様子を動画で記録し、話し方を振り返ったり、工夫したことの
効果を確かめたりする活動を行うことも工夫の一つである。 

１ 

川
口
さ
ん
は
、国
語
の
時
間
に
、最
近
気
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。川
口

さ
ん
は
、動
画
に
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
記
録
し
、そ
れ
を
田
中
さ
ん
に
見
せ
て
助
言
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。次
の
【
川
口
さ
ん

の
ス
ピ
ー
チ
】
と
【
二
人
の
会
話
の
一
部
】
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

最
近
、ふ
だ
ん
の
生
活
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。そ
の
変
化
は
、学
校
で
の
学
習
に
も
表
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、授
業
で
、授
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。特
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
離
れ
た
場

所
に
い
る
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
て
、
そ
の
便
利
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、相
手
と
直
接
会
っ
て
い
な
い
の
で
、や
り

と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
に
く
い
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

                                  
 

動
画
を
止
め
る 

 

先
日
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、離
れ
た
場
所
に
い
る
施
設
の

方
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
私

は
、
画
面
を
通
し
て
や
り
取
り
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
気
を

取
ら
れ
て
、
相
手
に
必
要
最
小
限
の
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で
精
一

杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え

た
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
後

日
、そ
の
こ
と
を
友
達
に
話
し
た
と
こ
ろ
、「
私
は
、相
手
の
言
っ
た

こ
と
に
対
し
て
相
づ
ち
を
打
つ
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

                                   

動
画
を
止
め
る 

 

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
は
っ
と
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て

も
、相
手
が
話
し
た
こ
と
に
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、相
手
の
話
を
受

け
て
さ
ら
に
質
問
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
意
識
す
る
こ
と
が
大
事

だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
人
と
話
す
と
き
に

も
、
こ
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、相
手
と
の
や
り
と
り
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                                        
  

動
画
を
止
め
る 

【
川
口
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
】 

【
二
人
の
会
話
の
一
部
】 

（
田
中
） 

こ
こ
で
動
画
を
止
め
て
も
ら
え
ま
す
か
。

「
最
近
、ふ
だ
ん
の
生
活
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。」
と
い
う
部
分

は
、聞
き
手
を
引
き
付
け
る
た
め
に
、呼
び
か
け
た

り
問
い
か
け
た
り
す
る
表
現
に
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。「
や
り
と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
に
く

い
」
と
い
う
部
分
は
、私
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
、こ
の
後
の
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
に
興
味
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
川
口
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
川
口
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き

の
こ
と
を
入
れ
て
み
ま
し
た
が
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
田
中
） 

身
近
な
内
容
で
共
感
で
き
ま
し
た
。始
め

に
話
し
た
こ
と
と
つ
な
が
っ
て
い
る
点
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。 

（
田
中
） 

川
口
さ
ん
が
伝
え
た
い
内
容
は
分
か
り
ま

し
た
。た
だ
、ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭
か
ら
同
じ
調
子
で

話
し
て
い
る
の
で
、言
葉
の
抑
揚
や
強
弱
、間
の
取

り
方
な
ど
の
話
し
方
を
工
夫
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。例
え
ば
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
離
れ
た
場
所

に
い
る
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
」
と
い
う
部
分
は
、

伝
え
た
い
内
容
に
関
係
す
る
こ
と
な
の
で
、聞
き
手

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、ゆ
っ
く
り
大
き

な
声
で
話
す
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
川
口
） 

な
る
ほ
ど
。他
の
部
分
も
話
し
方
を
工
夫

し
て
み
ま
す
。 

➀ 

 

➁ 

 

➂ 

三 

【
二
人
の
会
話
の
一
部
】
に
、      

線
部
➂
「
他
の
部
分
も
話
し
方
を
工
夫
し
て
み
ま
す
。
」
と
あ
り

ま
す
が
、あ
な
た
な
ら
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
話
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し

た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

   

な
お
、読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。 

条
件
１ 

【
川
口
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
】
の
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
話
す
の
か
に
つ
い
て
、
言
葉
の

抑
揚
や
強
弱
、間
の
取
り
方
な
ど
に
着
目
し
て
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

条
件
１
の
よ
う
に
話
す
意
図
を
書
く
こ
と
。 
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（例）数学 ６（３）構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察すること（２つの偶数の和） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松阪市の結果 

   

 

 

 

   

◇松阪市生徒の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松阪市 全国 

正答率 ３１．１ ３７．６ 

無解答率 ２９．３ ２６．２ 

２つの偶数の差に着目したが、４の倍数になるような２つの偶数の差を見いだして説明することができなかっ
たと考えられる誤答の割合や、どのような２つの偶数の和が４の倍数になるかを求めようとしたが、和が４の
倍数になる２つの偶数の特徴を見いだすことができなかったと考えられる誤答の割合が高かった。 
 具体的な数を用いて和が４の倍数になる２つの偶数について取り上げ、その２つの偶数にどんな特徴がある
のかについて話し合う場面を設定するなど、結論が成り立つための前提を捉えられるようにすることが大切
である。 

結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる。 
 

６ 康太さんは、２つの偶数の和がどのような場合に４の倍数になるかを調べています。 
 
 
     ２ ＋ ２ ＝  ４        ４ ＋ ２ ＝  ６        ６ ＋ ２ ＝  ８ 
     ２ ＋ ４ ＝  ６        ４ ＋ ４ ＝  ８        ６ ＋ ４ ＝ １０ 
     ２ ＋ ６ ＝  ８        ４ ＋ ６ ＝ １０        ６ ＋ 6 = 12 
 

 ２ ＋ ２ ＝ ４、 ４ ＋ ４ ＝ ８、 ６ ＋ ６ ＝１２のように、同じ２つの偶数の場合、２つ

の偶数の和が４の倍数になっていることから、康太さんは次のように予想しました。 

 

上の予想１がいつでも成り立つことは、次のように説明できます。 

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 

 

（１） 説明１では、ｎを整数として、同じ２つの偶数の和を２ｎ ＋ ２ｎ ＝ ４ｎ と表して

います。この式はｎの値が９のとき、どのような２つの偶数の和を表していますか。 

「８ ＋ ８ ＝ １６」、「１４ ＋ １４ ＝ ２８」のように書きなさい。 

同じ２つの偶数の和は、４の倍数になる。 

予想１ 

ｎを整数とすると、偶数は２ｎと表される。 

同じ２つの偶数の和は、 

２ｎ ＋ ２ｎ ＝ ４ｎ 

ｎは整数だから、４ｎは４の倍数である。 

したがって、同じ２つの偶数の和は、４の倍数になる。 

（２） 康太さんは、２ ＋ ６ ＝ ８のように、同じ２つの偶数の和のほかにも、４の倍数にな 

ることがあることから、さらにくわしく調べてみました。 

 

            ２ ＋ ６ ＝  ８ ＝  ４ × ２ 

            ６ ＋ ２ ＝  ８ ＝  ４ × ２ 

          １０ ＋１４ ＝ ２４ ＝  ４ × ６ 

          ２８ ＋３２ ＝ ６０ ＝  ４ ×１５ 

 

そして、次のように予想しました。 

差が４である２つの偶数の和は、４の倍数になる。 

予想２ 

上の予想２がいつでも成り立つことを説明します。下の説明２を完成しなさい。 

 

（３） 同じ２つの偶数の和や、差が４である２つの偶数の和のほかにも、２つの偶数の和 

がいつでも４の倍数になることがあります。どのような２つの偶数のとき、その２つ

の偶数の和が４の倍数になりますか。前ページの予想２のように、「～は、…にな

る」という形で書きなさい。 

 

説明１ 

２ｎ ＋ （２ｎ ＋ ４） 

＝ 

 

 

ｎを整数とすると、差が４である２つの偶数のうち、小さい方の偶数は、

２ｎ、大きい方の偶数は２ｎ ＋ ４と表される。 

それらの和は、 

説明 2 
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 日常生活の動作の中で発生する静電気の性質が放電だけであると考え、物体が静電気を帯びる現象と
静電気の放電を区別することができていないと考えられる誤答の割合が高かった。 
 日常生活の動作の中で発生する静電気の性質により引き起こされる現象や、静電気を利用したものを静
電気の性質と関連付けて説明する学習場面を設定するとともに、日常生活における静電気に関する現象
を、静電気の性質と関連付けながら帯電と放電に分けて整理することが重要である。 

（例）理科 １（１） タッチパネルを科学的に探究する（「エネルギー」を柱とする領域） 

 

◇出題の趣旨 

 

 

 

 

    １ 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松阪市の結果 

   

 

 

 

  

◇松阪市生徒の解答状況及び改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松阪市 全国 

正答率 ３３．２ ４４．２ 

無解答率 ０．１ ０．１ 

日常生活や社会の中で物体が静電気を帯びる現象を問うことで、静電気に関する知識及び技能を活用
できるかどうかをみる。 
 

タブレット型端末のタッチパネルについて、理科の授業で科学的に探究しました。 

 （１）と（２）の各問いに答えなさい。 

【タッチパネルについて調べたこと】 

 タッチパネルは、液晶画面と表面の保護ガラスとの間に静電気

を発生させている。 

 

 図のように保護ガラスに触れると静電気のようすが変化し、その

変化をセンサーが読み取り、画面上の位置が分かる。 

ノートの一部 

（１）日常生活の動作の中で、物体が静電気を帯びるものとして最も適切なものを、

下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

ア 手で地面に触れる。 

イ プラスチック製のものさしを布でこする。 

ウ カギ穴にカギをさす。 

エ 金属製のドアノブに触れる。 
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（２） 質問紙調査 

➀‐１ 学習への興味・関心等   

※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの      ：全国の割合を上回っているもの  

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

４９ 国語の勉強は好きですか ５５．５ ５７．５ ５９．２ ５６．０ ６１．２ ６１．９ 

５３ 算数（数学）の勉強は好きですか ６４．２ ６３．２ ６２．５ ６１．０ ６１．１ ５８．１ 

５８ 
算数（数学）の問題の解き方が分からないとき
は、あきらめずにいろいろな方法を考えますか 

８３．１ ８１．０ ８０．４ ８０．４ ７８．９ ７５．２ 

５９ 
算数（数学）の授業で問題を解くとき、もっと簡単
に解く方法がないか考えますか 

７９．４ ７７．９ ７６．８ ７６．４ ７２．８ ７０．２ 

６１ 理科の勉強は好きですか（H30年度と比較） ７４．７ ７７．３ ７９．７ ６３．６ ６４．３ ６６．４ 

６６ 
将来、理科や科学技術に関係する職業に就きた
いと思いますか（H３０年度と比較） 

２３．８ ２６．４ ２６．６ ２２．２ ２２．８ ２２．１ 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

➀-２ 基本的生活習慣、学習習慣等   

※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの      ：全国の割合を上回っているもの 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

 

 

 

 

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

２ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 78.7 80.7 81.5 79.0 80.3 79.9 

５ 

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらい
の時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯
式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲ
ームも含む）をしますか  
※１時間より少ないと回答した児童（生徒）の割合 

20.1 20.9 23.9 24.8 25.0 28.6 

２０ 
家で自分で計画を立てて勉強をしていますか
（学校の授業の予習や復習を含む） 

71.2 69.5 71.1 62.2 62.1 58.5 

２１ 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をします
か（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先
生に教わっている時間、インターネットを活用して
学ぶ時間も含む） 
※１時間以上と回答した児童（生徒）の割合 

60.3 56.5 59.4 67.6 68.5 69.5 

２３ 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をします
か（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く） 
※１０分以上と回答した児童（生徒）の割合 

60.8 56.8 59.6 46.3 44.1 48.6 

２５ 新聞を読んでいますか 11.0 12.9 13.8 9.2 10.0 9.4 

２６ 読書は好きですか ７４．６ ７２．５ ７３．１ ７０．２ ６７．８ ６８．２ 

   

小中学校ともに算数（数学）に関する３つの質問に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の割合が全国平均

を上回った。一方で、「国語の勉強は好き」「理科の勉強は好き」と答えた児童（生徒）の割合は、全国平均を下

回った。 

 

 
   

小中学校ともに質問番号２０に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の割合が全国平均を上回った。一方で、

質問番号５に対して肯定的に回答した児童（生徒）は全国平均を下回っており、７割以上の児童（生徒）が１日に

１時間以上テレビゲームをしていることがうかがえる。 

 

 

（数値は肯定的な回答の割合） 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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➀-３ 学習活動等 

（i）「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況 

 

※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの       ：全国の割合を上回っているもの 

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

３８ 
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立て
などを工夫して発表していましたか 

67.0 63.6 65.4 67.5 60.9 63.3 

３９ 
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいましたか 

79.2 77.6 77.3 84.4 83.1 79.2 

４０ 
授業では、各教科などで学んだことを生かしなが
ら、自分の考えをまとめる活動を行っていました
か（新規） 

72.7 70.3 72.2 71.8 68.5 67.4 

４１ 
授業では、自分の思いや考えをもとに、作品や作
文など新しいものを創り出す活動を行っていまし
たか（新規） 

67.4 65.3 68.4 67.1 65.6 67.2 

４２ 
授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間な
どになっていましたか 

83.9 80.3 79.7 81.8 79.6 75.3 

４３ 
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすることができていま
すか 

81.4 78.6 80.1 81.5 80.1 78.7 

４４ 
学習した内容について、分かった点や、よく分から
なかった点を見直し、次の学習につなげることが
できていますか 

80.9 78.6 78.2 80.4 78.0 74.7 

４５ 
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて
情報を集め整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいますか 

64.1 64.5 72.7 68.4 64.5 72.1 

       

 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（数値は肯定的な回答の割合） 

質問番号３８・３９・４０・４２・４３・４４に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の割合について全国平均を上回っ

ており、各学校において、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が進められていることがうかがえ

る。一方で、質問番号４５に対する肯定的な回答が全国平均を下回っており、総合的な学習の時間の内容の充実

を図る必要がある。 
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 ➀-３ 学習活動等 

（ii）ICTを活用した学習状況        

※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの       ：全国の割合を上回っているもの  

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

３２ 

５年生までに（１、２年生のときに）受けた授業で、
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用
しましたか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

91.5 87.5 83.2 97.2 90.6 80.6 

３３ 

学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか
（インターネット検索など）（新規） 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

83.5 78.4 76.1 93.5 81.3 71.7 

３４ 

学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、Ｐ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使って
いますか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

65.8 56.7 49.4 86.9 64.2 43.5 

３５ 

学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、Ｐ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使って
いますか（新規） 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

61.0 54.2 45.2 75.7 55.0 35.3 

３６ 
学習の中で PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を使う
のは勉強の役に立つと思いますか 

97.0 94.6 94.4 95.4 92.9 92.6 

 

 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ICT 機器の活用頻度及び有用性に関する質問に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の割合が全国平均を

上回っており、ほとんどの児童（生徒）が「ICT機器を使うことが勉強の役に立つ」と捉えていることがうかがえる。 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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➁ 挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等   

 ※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの       ：全国の割合を上回っているもの  

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

７ 自分には、よいところがあると思いますか 81.0 77.9 79.3 82.5 79.7 78.5 

 ９ 将来の夢や目標を持っていますか 78.9 78.3 79.8 69.4 68.6 67.3 

１０ 
自分でやると決めたことは、やり遂げるようにして
いますか 

88.4 87.9 87.2 90.3 88.0 86.6 

１１ 
難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していま
すか 

72.5 72.8 72.5 70.7 68.0 67.1 

１２ 人が困っているときは、進んで助けていますか 92.5 89.9 88.9 93.1 90.1 88.4 

１３ 
いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
思いますか 

98.0 97.1 96.8 97.9 96.9 96.4 

1５ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.4 94.9 95.1 96.7 95.7 95.0 

１７ 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い
ますか 

74.9 73.1 73.5 80.8 78.4 76.9 

１８ 友達と協力するのは楽しいと思いますか 95.3 94.1 94.0 95.8 94.8 93.7 

 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

 

 

➂ 地域や社会に関わる活動の状況等   

 ※      ：R３年度調査等に比べて改善傾向にあるもの       ：全国の割合を上回っているもの   

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

２８ 

地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポ
ーツを教えてもらったり、一緒に遊んでもらったり
することがありますか（習い事の先生は除く）（新
規） 

32.1 31.5 30.6 22.7 22.5 21.1 

２９ 今住んでいる地域の行事に参加していますか 63.3 58.3 52.7 45.8 46.8 40.0 

３０ 
地域や社会をよくするために何をすべきかを考え
ることがありますか 

53.1 50.2 51.3 46.8 43.4 40.7 

５７ 
算数（数学）の授業で学習したことを、普段の生
活の中で活用できないか考えますか 

７１．５ ６９．８ ６９．３ ５１．０ ４９．０ ４７．３ 

６４ 
理科の授業で学習したことを、普段の生活の中
で活用できないか考えますか（H3０年度と比較） 

６５．５ ６７．４ ６７．９ ５５．４ ５３．０ ５２．７ 

     

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞  

 

中学校においては、取り上げた全ての質問に対して、肯定的に回答した生徒の割合が全国平均を上回った。小

学校においても、質問番号７・１０・１２・１３・１５・１７・１８に対する肯定的な回答の割合が全国平均を上回ってい

る。一方で、小学校においては、質問番号９に対する肯定的な回答が全国平均を下回っており、引き続き、早期か

ら児童が安心して学び、夢を育むことができる環境づくりを進めていく必要がある。 

小中学校ともに、取り上げたほとんどの質問に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の割合が全国平均を上

回っているが、質問番号３０に対する肯定的な回答が５割程度であることから、学校・家庭・地域が協働し、児童

（生徒）が学習内容を日常生活や社会生活と関連付けながら学習できる体制づくりを進める必要がある。 

   

   

（数値は肯定的な回答の割合） 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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３ 成果につながったと考えられる松阪市の取組 
（１）基本的な考え方 

文部科学省では、これからの予測困難な社会を生き抜く子どもたちに育てたい力として、教室の中だけで学習を

終えるのではなく、自ら課題を見つけ、自ら考え、判断して行動し、仲間とともによりよい社会や人生を切り拓く力を

掲げている。令和３年度、松阪市においては、学習指導要領の着実な実施と GIGA スクール構想に係る ICT 環境

整備を踏まえ、子どもたちに未来社会を切り拓くための資質・能力の一層確実な育成を図る取組を各学校で行っ

た。教育活動の質を高めるためには、子どもたちの学びの姿や教育活動を振り返り、改善・充実を図っていくことが

大切である。 

 

 

 

 

 

 

（２）松阪市教育委員会の具体的な取組 

① 「主体的・対話的で深い学び」の創造 

○未来を切り拓く学力向上タスクフォースによる授業改善方策の提供 

○未来を切り拓く力育成モデル校区による取組の充実 

○指導主事による校内研修等での指導助言（オンライン研修含む） 

○授業力向上アドバイザー派遣 

○学級経営マイスター事業による安心して学ぶことができる学級づくりの推進 

      ○松阪市標準学力調査を活用した個に応じた指導の充実 

○一人一台端末（LTEモデル）の整備 

○デジタルドリル学習、学習動画の活用の推進    等 

② 「カリキュラム・マネジメント」の確立 

○「本居宣長さんの教え ５つのチャレンジ」の作成及び啓発 

○教務担当者会・教科担当者会の実施 

○ICT支援員の派遣 

○Q-U及び hyper-QUの分析結果から見えてきた課題（各学級の実態、児童生徒一人ひとりの実情等） 

の解決に向けた指導助言    

○学校マネジメントコーディネーターによる学校マネジメントに係る指導助言 

○コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の推進に係る研修会等の実施   等 

 
（３）学校の取組 

  ➀  「主体的・対話的で深い学び」の創造 

○児童生徒が課題解決に向けて主体的に取り組むことができるような課題設定 

○児童生徒が目的を意識できるような学習の設定 

○各教科等の特質に応じた言語活動の展開 

○デジタルドリルの計画的な活用 

○個に応じた補充学習や授業と連動した家庭学習の実施  

○総合的な学習の時間における探究の過程の充実 

➁  「カリキュラム・マネジメント」の確立 

○各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫 

○ビブリオバトル、家読、読書マラソン、読書貯金等の読書週間の確立  

○各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながる PDCAサイクルの確立 

○Q‐U及び hyper-QUの分析を基にした個や集団に応じた指導の PDCAサイクルの確立 

○コミュニティ・スクールによる学校運営等に関する PDCAサイクルの確立 

○地域等の外部の資源を含めた、効果的な指導計画の作成・活用 
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４ 調査結果の分析 
（１）学習への興味・関心等、基本的生活習慣、学習習慣等、学習活動等に関する取組状況と学力とのクロス分析 

学習への興味関心等、基本的生活習慣、学習習慣等、学習活動等に関連する児童生徒質問紙調査の結果

と教科に関する調査結果からクロス分析を加え、学力との相関関係について考察した。また、学習活動等につ

いては、学校質問紙調査を基に、カリキュラム・マネジメントの確立の視点から松阪市の取組状況を考察した。 

➀ 学習への興味・関心等 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （数値は平均正答率） 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

質問番号 質問事項 

  ５８ 算数（数学）の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか 

質問番号 質問事項 

  ５９ 算数（数学）の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

69.2 68.4 67.4
64.3 

60.7 62.4
58.4 

51.5
54.8

51.7 
47.8

42.7

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

69.7 

57.1 

50.0 

66.1

47.8
44.9

58.7

36.5
40.6

58.5 

32.0 
36.1 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

68.4 
67.7 67.165.3 

61.4 62.0 60.9 
55.2 58.2

53.5 
50.6 50.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

国語 算数 理科

小学校

68.7 

55.6 

49.0 

65.4

48.2
45.3

63.0 

42.5 43.2 

63.4

36.5 40.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

国語 数学 理科

中学校

学習への興味・関心等 

「算数（数学）であきらめずにいろいろな方法を考える」「算数（数学）でもっと簡単に解く方法がないか考え

る」と回答している児童（生徒）の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られることから、粘り強く取り組んだ

り、学習を調整しようとしたりする態度を育むことは重要であることがうかがえる。 

学習への興味・関心等 
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➁ 基本的生活習慣、学習習慣等 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （数値は平均正答率） 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

質問番号 質問事項 

   ５ 
普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲー

ム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか 

質問番号 質問事項 

  ２０ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む） 

■全くしない   ■１時間より少ない      ■１時間以上、２時間より少ない    

■２時間以上、３時間より少ない  ■３時間以上、４時間より少ない   ■４時間以上          

76.6 
72.6 74.672.9 

69.9 69.969.1 
64.9 66.2

64.8 63.2 62.6
63.7 60.1 60.4

54.3 53.5 53.8

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

75.1

56.5
52.8

72.7

55.4
50.7

69.3

53.6
48.7

65.7

50.9
46.8

61.7

45.4 42.5

58.0 

38.5 38.7 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

■よくしている   ■ときどきしている   ■あまりしていない   ■全くしていない 

70.8 68.1 68.5
65.3 

62.2 62.861.8 
59.8 59.757.4 55.0 56.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

69.9

53.1 47.5

66.2

49.3
45.8

65.3

48.5 46.1

61.6

44.2 44.2

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

基本的生活習慣、学習習慣等 

基本的生活習慣、学習習慣等 
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＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

  

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

 

質問番号 質問事項 

  ２５ 新聞を読んでいますか 

質問番号 質問事項 

  ２６ 読書は好きですか 

■ほぼ毎日   ■週に１～３回程度   ■月に１～３回程度   ■ほとんど、または、全く 

74.8 
72.1 68.670.7 69.4

66.167.4 
63.6 64.864.1 61.5 62.3

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

74.2

60.6

53.7

71.3

55.9
52.4

70.5

54.5
49.4

64.9

47.6
44.8

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

「ゲームをする時間が少ない」「家で自分で計画を立てて勉強する」「新聞を読む」「読書が好き」と回答してい

る児童（生徒）の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られることから、児童（生徒）に対して、学校と家庭が

協働し、家庭学習等に関する習慣を身に付けさせることは重要であると考えられる。 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

72.2 
67.2 69.3

62.9 61.2 60.6
56.4 57.9 56.9

58.4 

55.7 54.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

72.3

53.7
50.8

66.0 

49.2 
46.2 

59.3

44.2 41.9

55.6 

42.0 
35.7 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

基本的生活習慣、学習習慣等 

基本的生活習慣、学習習慣等 
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➂ 学習活動等 

（i）「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

質問番号 質問事項 

  ３８ 
これまでに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していましたか 

質問番号 質問事項 

  ３９ 授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

■発表していた ■どちらかといえば、発表していた ■どちらかといえば、発表していなかった ■ 発表していなかった ■機会はなかった 

70.3 
66.7 66.766.4 64.4 65.962.3 

58.6 59.457.5 
55.6 52.0 53.9 

54.7 51.5

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

70.6

53.9
49.3

68.3

51.5
47.9

61.5

45.8
42.3

58.5

38.3 38.7

53.2

32.8
39.3

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

69.7 68.4 68.2
65.2 62.6 63.4

61.2 
56.5 56.3

50.7 

44.4 47.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

71.8

57.6
50.8

66.5

48.2 45.6
52.6

34.6 36.9

45.1

22.1

30.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 
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＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

質問番号 質問事項 

  ４０ 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか 

質問番号 質問事項 

  ４３ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

68.9 
67.0 67.0 65.5 

62.6 63.462.5 
59.5 59.259.0 54.9 57.0 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

71.0 

55.4 
49.8 

67.6

50.9
47.3

60.5

41.7 41.1

52.6

37.2 36.9

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない  ■話し合う活動を行っていない 

68.8 66.6 67.365.8 
62.5 62.5

57.8 56.1 56.9
54.8 52.0 

49.1
46.4 

35.2
41.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

国語 算数 理科

小学校

71.0 

54.5 
49.7 

66.5

49.1
45.6

56.6

40.7 40.4

50.4

31.5
37.7

54.0 

38.1 

31.4 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 
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＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

 

質問番号 質問事項 

  ４４ 
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができてい

ますか 

質問番号 質問事項 

  ４５ 
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活

動に取り組んでいますか 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

70.4 68.1 68.5
64.3 

61.4 61.860.1 
57.7 57.9

53.6 
49.0 48.7 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

国語 算数 理科

小学校

71.2

55.8
49.3

66.9

50.2
46.9

58.0 

37.9 39.5

49.4

30.9
35.5

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

68.8 
65.7 66.466.6 64.0 64.3 63.0 

60.3 60.2
57.3 56.1 57.7

0

10

20

30

40

50

60
70

80

90

100

国語 算数 理科

小学校

69.3 

52.0 

47.0 

68.2 

52.0 
48.5 

61.9

45.3
42.6

56.3 

34.7 
38.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

国語 数学 理科

中学校

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 

学習活動等（「主体的・対話的で深い学び」に関する学習状況） 
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◆学校質問紙                                                       ：全国の割合を上回っているもの 

質問番号 質問事項 
小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

１６ 

指導計画の作成に当たっては，各教科等の
教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育
目標を踏まえた横断的な視点で，その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配
列していますか 

94.5 
 

96.2 94.8 72.8 92.1 91.3 

２８ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，授業において，児童生徒の様々
な考えを引き出したり，思考を深めたりする
ような発問や指導をしましたか 

97.2 96.5 96.8 100 99.4 97.1 

２９ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，授業において，児童生徒自ら学
級やグループで課題を設定し，その解決に
向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学
習活動を取り入れましたか 

94.5 87.4 89.8 91.0 86.3 87.0 

３０ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，習得・活用及び探究の学習過
程を見通した指導方法の改善及び工夫をし
ましたか 

86.1 90.1 88.0 91.0 91.5 88.2 

３１ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，各教科等で身に付けたことを，
様々な課題の解決に生かすことができるよ
うな機会を設けましたか 

86.1 86.2 83.4 63.7 79.7 76.6 

３３ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，総
合的な学習の時間において，課題の設定か
らまとめ・表現に至る探究の過程を意識した
指導をしていますか 

77.8 88.3 90.8 72.8 85.0 

89.6 

 

 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

 

 

（ii） ICTの利活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」の視点に関する質問に対して、肯定的に回答した児童（生徒）の方が、教科の平

均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、授業において、身に付けさせたい力を明確にし、各教科等の特質に

応じた見方・考え方を働かせた言語活動や数学的活動、観察、実験等が行えるよう、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの授業改善を進めていくことが重要であると考えられる。また、学校質問紙調査では、探究の過

程を意識した指導についての質問に対して、全国平均を下回っていることから、よりよく課題を解決し、自己の生

き方を考えていくための資質・能力を育成するために、総合的な学習の時間の内容をさらに充実させていくこと

が必要であると考えられる。 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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（ii）ICTを活用した学習状況 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （数値は平均正答率） 

 ◆学校質問紙                                                       ：全国の割合を上回っているもの 

質問番号 質問事項 
小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

小 ５８ 
中 ５６ 

コンピュータなどのＩＣＴ機器の活用に関し
て，学校に十分な知識をもった専門スタッフ
（教員は除く）がいるなど技術的にサポート
できる体制がありますか 

72.2 63.2 69.3 81.9 67.3 69.3 

小 ５９ 
中 ５７ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，一人一人に配備されたＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器を，授業でどの程度
活用しましたか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

100 98.3 97.7 １００ 83.6 73.8 

小 ６７－１ 
中 ６５－１ 

児童（生徒）一人一人に配備されたＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器について，家庭にお
けるオンラインを活用した学習にどの程度
活用していますか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

80.6 37.7 26.7 81.9 36.6 25.3 

小 ６７－２ 
中 ６５－２ 

児童（生徒）一人一人に配備されたＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器について，児童（生
徒）のスタディ・ログを活用した学習状況等
の確認にどの程度活用していますか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

72.2 49.8 32.4 63.7 33.9 22.2 

小 ６７－３ 
中 ６５－３ 

児童（生徒）一人一人に配備されたＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器について，児童（生
徒）の特性・学習進度等に応じた指導にど
の程度活用していますか 
※週に１回以上と回答した児童（生徒）の割合 

72.2 58.3 48.6 63.7 46.4 35.3 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

 

 

質問番号 質問事項 

  ３２ これまでに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか 

66.6 
63.5 

64.0 66.2 
63.3 63.0 66.0 64.2 64.5

60.6 57.2 59.2

45.9 
48.0 

51.7 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

■ほぼ毎日   ■週３回以上   ■週１回以上   ■月１回以上   ■月１回未満 

69.0 

51.8 
48.0 

62.2

45.5 43.2

54.9

39.4 39.3

52.1

37.4

29.1

45.1

31.7 32.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

学習活動等（ICTを活用した学習状況） 

松阪市においては、ICT 機器の活用頻度について、「週１回以上」と回答している児童（生徒）の方が、「週１回

未満」と回答している児童（生徒）よりも、教科の平均正答率が高い傾向が見られた。また、学校質問紙調査か

ら、ICT 機器の活用に関して、技術的にサポートできる体制が整っていると回答した学校の割合や、家庭におけ

るオンラインを活用した学習やスタディ・ログを活用した学習等について、「週に１回以上」と回答した学校の割

合が、全国平均を上回っている。今後、ICT 機器のより効果的な活用方法や、ICT 機器を活用する場面、指導方

法等について検証していく必要がある。 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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（２）挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等に関する状況に関する経年変化分析及び学力とのクロス分析 

挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等に関連する児童生徒質問紙調査結果の経年変化分析と、教科に

関する調査結果からクロス分析を加え、学力との相関関係について考察した。 

 

 

質問

番号 
質問事項 

小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

１７ 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い
ますか 

74.9 73.1 73.5 80.8 78.4 76.9 

 

 

＜経年変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

 

 

 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

67.5 
65.6 66.766.3 

63.4 63.963.1 
59.8 59.5

55.8 
52.6 50.6

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

67.5

51.6
47.3

66.5

49.1
46.5

65.4

47.5
43.4

52.3 

36.0 38.4 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

小中学校ともに、「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と回答している児童（生徒）の割合が、昨年度を

上回った。また、学力とのクロス分析から、「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と回答している児童（生

徒）の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られた。児童（生徒）が安心して友達と関わったり、意見を伝え

合ったりすることができる環境づくりを早期から発達段階に応じて行うことが重要であると考えられる。また、多様

な人々と考えを伝え合う活動を位置付け、目的や相手に応じた言語活動を行わせることも重要であると考えられ

る。 

74.9

72.4 73.5

70.1

65

70

75

80

R4R3

小学校

松阪市 全国

80.8 
79.1 

76.9

74.7

65

70

75

80

85

R4R3

中学校

松阪市 全国

挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等 
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（３）学校・家庭・地域の協働体制の構築に向けた取組状況の分析 

    日常生活や社会生活に関連する児童生徒質問紙調査結果と教科に関する調査結果からクロス分析を加え、

学力との相関関係について考察した。また、学校・家庭・地域の協働に関連する学校質問紙調査及び児童生徒

質問紙調査の結果から、協働体制の構築に向けた取組状況について分析した。 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

 

 

＜学力とのクロス分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数値は平均正答率） 

 

 

質問番号 質問事項 

  ５７ 算数（数学）の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか 

質問番号 質問事項 

  ６４ 理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

日常生活や社会生活との関連等 

日常生活や社会生活との関連等 

■当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまる   ■どちらかといえば、当てはまらない   ■当てはまらない 

68.6 
66.9 66.1

65.2 63.3 63.762.5 
58 60.361.7 

55.2 55.7

0
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20
30
40
50
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70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校

67.0 

51.4 
46.1 

66.1 

51.8 47.0 

65.9

48.3 45.7

65.8

43.6 44.4

0
10
20
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40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

68.2

54.4
50.1

66.8 

50.0 
47.1 

65.3

47.4 44.4

63.8

44.2 41.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 数学 理科

中学校

66.2 64.4 65.1
65.0 62.2 62.8

65.1 
61.9 61.864.8 

60.7 60.5

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

国語 算数 理科

小学校
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◆学校質問紙                                                       ：全国の割合を上回っているもの 

質問番号 質問事項 
小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

１８ 

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、
教育活動に必要な人的・物的資源等を、地
域等の外部の資源を含めて活用しながら効
果的に組み合わせていますか 

100 94.8 92.3 81.9 83 82.3 

 

＜経年変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童生徒質問紙                                                 

質問番号 質問事項 
小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

４５ 
総合的な学習の時間では、自分で課題を立
てて情報を集め整理して、調べたことを発表
するなどの学習活動に取り組んでいますか 

64.1 64.5 72.7 68.4 64.5 72.1 

 

 

＜経年変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100100

94.4

97.397.2

88.9

92.3
94.2

96.4

92.692.6

91.4

60

65

70

75

80

85

90

95

100

R4R3H31H30H29H28

小学校

松阪市 全国

81.881.9
70

81.881.8

63.7

82.3
84.686.9

74.674.6
71.3

60

65

70

75

80

85

90

95

100

R4R3H31H30H29H28

中学校

松阪市 全国

（数値は肯定的な回答の割合） 

64.1 67.8 

58.2 
59.8 57.8 

56.8 
49.9 

72.773

65.769.8
65.465.8

63.8

40

60

80

100

R4R3H31H29H28H27H26

小学校

松阪市 全国

68.4 
65.1 

58.9 56.1 

51.7 
46.7 46.3 

72.1
70.2

61.564.3
57.758

54.8

40

60

80

100

R4R3H31H29H28H27H26

中学校

松阪市 全国
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＜学校質問紙＞                                                    ：全国の割合を上回っているもの 

質問番号 質問事項 
小学校第６学年 中学校第３学年 

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国 

１７ 

児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する
調査や各種データなどに基づき，教育課程
を編成し，実施し，評価して改善を図る一連
のＰＤＣＡサイクルを確立していますか 

88.9 95.1 94.2 100 95.5 93.3 

３２ 

調査対象学年の児童（生徒）に対して，前
年度までに，教科等の指導に当たって，地域
や社会で起こっている問題や出来事を学習
の題材として取り扱いましたか 

80.5 85.9 82.6 81.9 81.7 80.4 

小 ７３ 
中 ７１ 

教育課程の趣旨について、家庭や地域との
共有を図る取組を行っていますか 94.4 87.5 82.０ 72.8 85.0 79.7 

小 ７４ 
中 ７２ 

保護者や地域の人が学校の美化、登下校
の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、
学校行事の運営等の活動に参加しています
か 

100 96.7 94.6 81.9 73.2 77.5 

小 ７５ 
中 ７３ 

地域学校協働本部やコミュニティ・スクール
などの仕組みを生かして、（小７４）（中７２）
の質問にあるような、保護者や地域の人と
の協働による活動を行いましたか 

88.9 83.9 70.8 63.7 61.4 55.8 

小 ７６ 
中 ７４ 

（小７４）（中７２）の質問にあるような、保護
者や地域の人との協働による取組は、学校
の教育水準の向上に効果がありましたか 

100 94.7 93.7 91.0 86.9 86.５ 

 

 

＜分析結果を踏まえて＞  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校質問紙の質問番号１８に関する学校の取組状況について経年変化分析を行った結果、小学校においては

肯定的に回答している学校の割合が高くなっている傾向が見られる。中学校においても、８割以上の学校が肯定

的に回答している。また、児童生徒質問紙の質問番号４５に関する取組状況について経年変化分析を行った結

果、肯定的に回答している児童（生徒）の割合が高くなっている傾向が見られる。今後、教育内容と、教育活動に

必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を含めて検討し、指導計画を立てることにより、総合的な学習

の時間における学習内容の充実につなげることが重要であると考えられる。 

学校質問紙で取り上げた上記の質問に対する回答状況からは、地域学校協働本部やコミュニティ・スクールな

どの仕組みを生かして保護者や地域の人との協働による活動が充実していることがうかがえる。 

令和６年度までにコミュニティ・スクールを拡充し、教育課程の趣旨や教育活動家庭や地域との共有を図る取

組をさらに充実させ、学校・家庭・地域が協働し、児童生徒の義務教育９年間の学びを支える教育体制を地域全

体で構築することが必要である。 

（数値は肯定的な回答の割合） 
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５ 全国学力・学習状況調査結果を踏まえた今後の取組 
（１）松阪市教育委員会の施策の充実 
   〇学力向上推進協議会の設置 

    ：「松阪市教育ビジョン」に示された「確かな学力」の向上を目指した教育の推進 

   〇「未来を切り拓く学力向上タスクフォース」の設置 

    ：分析結果を踏まえた改善方策の検討及び取組の推進 

〇「未来を切り拓く力」育成モデル校区による取組の充実 

    ：中学校区の豊かな自然や歴史・文化、産業等の学びを介し、夢を育み未来を切り拓く力を、学校・家庭・地域   

が一体となって育む研究及び研究成果の還流 

   〇松阪市標準学力調査の活用 

    ：児童・生徒の課題を早い段階で把握し、課題解決に向けた授業改善や一人ひとりの子どもに応じたきめ細やかな 

指導を進めるための支援 

   〇読解力向上プロジェクト「（よむ YOMUワークシート）」の活用 

    ：言語能力・情報活用能力・論理的思考力の育成に向けた研究及び研究成果の還流 

   〇授業力向上アドバイザーの派遣 

    ：「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりへの支援 

〇新たな学びの創造事業、GIGA_LAB研修、松阪GIGA開拓プロジェクトの実施 

 ：GIGAスクール構想「松阪モデル」の構築 

〇いきいき学校プロジェクトの実施 

 ：すべての子どもたちが笑顔で過ごすための教育体制の構築 

〇コミュニティ・スクールの導入 

    ：地域とともにある学校づくりの推進 

 

（２）学校の実践の焦点化 

➀「主体的・対話的で深い学び」の創造 

   〇「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

    ：学習と生活が結びつく課題や学習内容の工夫 

    ：児童生徒が学んだことを活用し、自分の考えを形成したり、新たなものを創造したりする学習活動の設定 

 ：PREP法や三角ロジック、シンキングツール等を活用した「筋道を立てて説明する力」を育む授業づくり 

：よむ YOMUワークシートを活用した言語能力・情報活用能力・論理的思考力を育む取組    

：ルーブリック（評価基準）の活用による指導と評価の一体化 

   〇GIGAスクール構想「松阪モデル」の構築 

    ：個に応じた補充学習や授業と連動した家庭学習 

    ：デジタルドリルの計画的な活用 

    ：多様な人々とともに学ぶことができる遠隔授業 

   〇すべての子どもたちが笑顔で過ごすための教育体制の構築 

    ：継続的なソーシャルスキルトレーニングによる協働的な学びの充実 

   〇地域とともにある学校づくりの推進 

    ：地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材とした探究の過程を重視した授業づくり 

➁カリキュラム・マネジメントの確立 

   〇児童生徒や学校、地域の実態を考慮した教科横断的な視点 

    :各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫 

    ：学校全体における言語活動を意識した教育課程の工夫 

    ：教育課程の趣旨について家庭・地域と共有 

〇PDCAサイクルの確立 

：各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながる PDCAサイクルの確立 

：Q‐U及び hyper-QUの分析を基にした個や集団に応じた指導の PDCAサイクルの確立 

：コミュニティ・スクールによる学校運営等に関する PDCAサイクルの確立 

   〇人的・物的な体制の確保 

：地域等の外部の資源を含めた、効果的な指導計画の作成・活用 

：コミュニティ・スクールの導入及び CSコーディネーターの設置 
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